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人　口 19,136 人 [680] (　±0 [-13])
　男 9,685 人 [292] (-23 [-26])
　女 9,451 人 [388] (+23 [+13])
世帯数 8,085 戸 [347] (+13 [-23])

※内、[　] は外国人数
※平成 24年 7月 9日
から人口・世帯数は
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まちの動き 4 月 1 日現在（前月比）



　

３
月
に
開
か
れ
た
昭
和
町
議
会
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
、平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当
初
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、町
長
の
改
選
期
で
あ
る
こ
と

か
ら
、義
務
的
経
費
、経
常
経
費
及
び
継
続
事
業
を
中
心
と

し
た「
骨
格
予
算
」を
基
本
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、平
成
27
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
形
成
す
る
た

め
の
継
続
事
業
費
や
教
育
の
振
興
、防
災
対
策
な
ど
、事

　平成 27 年度の一般会計の歳入は、全体の約 60％を町税
（町民税・固定資産税等）が占めており、昨年度に比べて
1.9％減となっています。
　本年度も大型主要事業である継続事業に取り組むため、
地方債の発行や基金の取り崩しなどで財源を確保してい
ます。

業
の
成
果
や
施
策
の
優
先
度
を
精
査
し
限
ら
れ
た
財
源

の
効
果
的
な
活
用
に
努
め
、財
政
健
全
化
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

 

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
は
65
億
7
3
0
0
万
円
、特

別
会
計
は
41
億
7
6
6
4
万
2
千
円
と
な
り
、総
額
で

1
0
7
億
4
9
6
4
万
2
千
円
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、新
規
の
施
策
な
ど
の
政
策
的
予
算
に
つ
い
て
は
、

６
月
補
正
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、主
要

施
策
な
ど
は
補
正
後
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　平成 27 年度の一般会計の歳出は、福祉・保育所関係の
民生費と、街路事業（西条・昭和インター線新設工事費、
町道 30 号線道路改良工事費）や公共下水道整備のための
下水道事業特別会計への繰出金等の土木費が多くを占め
ています。

年 度
科 目

平成27年度 平成26年度 増減率
（％）予算額

（千円）
構成比
（%）

予算額
（千円）

民 生 費 2,429,615 37.0 2,430,082 △ 0.0

総 務 費 930,779 14.2 895,556 3.9

土 木 費 883,248 13.4 1,117,587 △ 21.0

教 育 費 820,724 12.5 837,038 △ 1.9

公 債 費 588,065 8.9 670,017 △ 12.2

衛 生 費 494,570 7.5 511,470 △ 3.3

消 防 費 243,472 3.7 248,003 △ 1.8

議 会 費 104,723 1.6 96,949 8.0

農 林 水 産 業 費 49,116 0.7 74,229 △ 33.8

そ の 他 28,688 0.4 29,069 △ 1.3

歳 出 合 計 6,573,000 100.0 6,910,000 △ 4.9

民生費
24億2961万5千円

（37%）

総務費
9億3077万9千円

（14.2%）

土木費
8億8324万8千円

（13.4%）

教育費
8億2072万4千円

（12.5%）

公債費
5億8806万5千円

（8.9%）

衛生費
4億9457万円

（7.5%）

消防費
2億4347万2千円

（3.7%）

議会費
1億472万3千円

（1.6%） その他
2868万8千円

（0.4%）

農林水産業費
4911万6千円

（0.7%）

歳出

65億
7300万円

歳　出 歳　入

資
金
を
積
み
立
て
、ま
た
は
定
額
の
資
金
を
運
用

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
資
金
ま
た
は
財
産
を

い
い
ま
す
。「
町
の
貯
金（
貯
蓄
）」の
こ
と
で
す
。

財
政
調
整
基
金
：
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

を
調
整
す
る
た
め
の
基
金
で
、長
期
的
視
野
に

立
っ
た
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、

財
源
に
余
裕
の
あ
る
年
度
に
積
立
て
を
行
い
、

財
源
不
足
が
生
じ
る
年
度
に
活
用
す
る
た
め
の

基
金
で
す
。

特
定
目
的
基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産

を
維
持
し
資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
に
設
置
す

る
基
金
で
す
。学
校
建
設
事
業
に
充
当
す
る
校

舎
建
設
基
金
、公
共
施
設
の
設
備
事
業
等
に
充

当
す
る
公
共
施
設
整
備
等
事
業
基
金
、都
市
計

画
街
路
建
設
基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

骨
格
予
算
：
首
長
や
、議
会
議
員
の
選
挙
時
期
な

ど
の
関
係
か
ら
、新
規
の
施
策
等
を
見
送
り
、ま

た
、政
策
的
経
費
を
極
力
抑
え
、義
務
的
経
費
を

中
心
に
編
成
さ
れ
た
予
算
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、次
の
議
会
で
補
正
予
算
と
し
て
政

策
的
経
費
や
新
規
事
業
等
、骨
格
予
算
で
計
上

さ
れ
な
か
っ
た
経
費
を
肉
付
け
し
予
算
編
成
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
方
債
：
地
方
公
共
団
体
が
資
金
調
達
の
た
め

に
負
担
す
る
債
務
で
あ
っ
て
、そ
の
返
済
が
年

度
を
越
え
て
行
わ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。「
町

の
借
金
」の
こ
と
で
す
。

基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
、財
産
を
維
持
し
、

用

語

解

説

町税
42億1356万5千円

（64.1%）

国庫支出金
7億3917万2千円

（11.2%）

県支出金
4億7211万7千円

（7.2%）

繰入金
4億6900万円

（7.1%）

譲与税及び交付金
3億5250万1千円

（5.4%）

分担金及び負担金
1億7516万4千円

（2.7%）

町債
1890万円
（0.3%）

その他
1億3258万1千円

（2%）

町民税
17億918万1千円

（26%）

固定資産税
21億6658万7千円

（33%）

その他
3億3779万7千円

（5.1%）

歳入

65億
7300万円

年 度
科 目

平成27年度 平成26年度 増減率
（％）予算額

（千円）
構成比
（%）

予算額
（千円）

町 税 4,213,565 64.1 4,294,160 △ 1.9
町 民 税 1,709,181 26.0 1,613,242 5.9
固 定 資 産 税 2,166,587 33.0 2,324,699 △ 6.8
そ の 他 337,797 5.1 356,219 △ 5.2

国 庫 支 出 金 739,172 11.2 820,940 △ 10.0

県 支 出 金 472,117 7.2 596,027 △ 20.8

繰 入 金 469,000 7.1 402,566 16.5

譲与税及び交付金 352,501 5.4 353,501 △ 0.3

分担金及び負担金 175,164 2.7 186,688 △ 6.2

町 債 18,900 0.3 99,900 △ 81.1

そ の 他 132,581 2.0 156,218 △ 15.1

歳 入 合 計 6,573,000 100.0 6,910,000 △ 4.9

　町の予算は、一般会計と特別会計から      成り立っています。
　一般会計は、行政運営の基本的な経費      を計上し、町の予算の半分以上を占めて
います。

一般会計予算

65億73 00万円
－前年度比 4.9％減－

平成27年度  当初 予算編成
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私
た
ち
の
ま
わ
り
で
、
何
に
幾
ら
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
主
な
事
業

と
お
金
の
使
い
道
を
「
昭
和
町
第
5
次
総
合
計
画
」
の
基
本
方
針
で
あ
る
7
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
紹

介
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
継
続
事
業
で
あ
る
西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
街
路
事
業

6
8
9
8
万
円
、
町
道
30
号
線
建
設
事
業
5
9
0
7
万
円
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
全
で
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
河
川
の
改
良
・
改
修
費
、
橋
き
ょ
う
り
ょ
う梁

耐
震
補
強
設
計
業
務
委
託
費
等
、
民
生
費
と
し
て
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
法
施
行
に
伴
う
保
育
所
運
営
費
の
増
額
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
国
の
暫
定
的
・
臨
時
的
措
置
と
し
て
、

昨
年
に
引
続
き
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
総
合
健
診
・
人
間
ド
ッ

ク
・
予
防
接
種
委
託
事
業
費
、
自
立
支
援
給
付
費
等
の
増
額
、
幸
せ
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
増
加
す
る
社

会
保
障
関
連
経
費
へ
の
対
応
に
重
点
を
置
い
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

主
な
事
業
と
お
金
の
使
い
道 

　特別会計は、一般の歳入歳出予算と区別して整理する必要がある場合や、特定の事業を行う場合に設置
される会計です。昭和町では、国民健康保険や下水道など６つの特別会計があり、それぞれの予算額は、
次のとおりです。

特別会計 平成27年度
当初予算額（千円）

平成26年度
当初予算額（千円） 増減率（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,053,000 1,795,000 14.4

後期高齢者医療特別会計 135,600 131,000 3.5

介 護 保 険 特 別 会 計 965,584 833,542 15.8

介 護 サ ービ ス 特 別 会 計 16,135 15,392 4.8

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,000,208 1,005,991 △ 0.6

渇 水 対 策 事 業 特 別 会 計 6,115 6,486 △ 5.7

合 計 4,176,642 3,787,411 10.3

特別会計 平成27年度
当初予算額（千円）

平成26年度
当初予算額（千円） 増減率（％）

一 般 会 計 6,573,000 6,910,000 △ 4.9

特 別 会 計 4,176,642 3,787,411 10.3

合 計 10,749,642 10,697,411 0.5

　平成27年度当初予算は、前年度比5,223万1千円（0.5％）増の107億4,964万2千円です。一般会計は、
前年度比3億3,700万円（4.9％）減、特別会計は、前年度比3億8,923万1千円（10.3％）増となります。

特別会計予算

 41億7664万2千円

当初予算総額

 107億4964万2千円

生
涯
学
習
社
会
の
創
造

　
○
文
化
協
会
運
営
補
助 

１
７
６ 

万
円

　

○
公
民
館
活
動
各
種
講
座 

１
５
２ 

万
円

　

○
図
書
館
図
書
資
料
等
購
入
費 

９
９
５ 

万
円

地
域
の
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
○
ホ
タ
ル
愛
護
活
動
費 

17 

万
円

　

○
文
化
財
保
護
費 

８
６
５ 

万
円

　

○
町
体
育
協
会
補
助
金 

３
５
２ 

万
円

　

○
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
補
助 

90 

万
円

　

○
温
水
プ
ー
ル
運
営
費 

４
９
４
０ 

万
円

　

○
総
合
体
育
館
運
営
費 

９
９
６ 

万
円

こ
ど
も
達
へ
の
教
育
の
充
実

　
○
防
犯
対
策
事
業 

21 

万
円

　

○
私
立
幼
稚
園
へ
の
就
園
奨
励
費 

４
３
８ 

万
円

　

○
小
中
学
校
町
単
補
助
教
員
雇
用
（
特
別
支
援
） 

 

３
４
４
７ 

万
円

　

○
小
中
学
校
英
語
指
導
（
外
国
人
講
師
） 

 

１
５
１
６ 

万
円

　

○
学
校
給
食
費
助
成
金 

２
６
８ 

万
円

　

○
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
補
助
金 

３
９
６ 

万
円

　

○
青
少
年
対
策
関
係 

５
２
６ 

万
円

かな心を育む
まちづくり豊

平成26年度
当初予算額 69億1000万円 37億8741万1千円

平成27年度
当初予算額 65億7300万円 41億7664万2千円

一般会計

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100110

特別会計

一般会計 特別会計

106億9741万1千円

107億4964万2千円

活
力
あ
る
商
工
業
の
振
興

　

○
町
商
工
会
育
成
事
業
等
補
助 

１
０
６
７ 

万
円

　

○
商
業
活
性
化
人
材
育
成
事
業	

１
０
０	

万
円

　

○
小
規
模
事
業
者
等
事
業
資
金
利
子
補
給	

	
	

	
８
０
０	

万
円

　

○
町
煙
草
小
売
組
合
助
成
金	
１
０
０	

万
円

　

○
地
域
産
業
人
材
育
成
指
導
事
業	
50	
万
円

　

○
商
工
会
一
般
事
業
推
進
費	

36	
万
円

持
続
す
る
都
市
近
郊
型
農
業
の
展
開

　

○
農
道
等
・
用
水
路
整
備
関
係	

２
２
２	

万
円

　

○
遊
休
農
地
等
利
用
促
進
助
成
事
業	

30	

万
円

　

○
農
業
振
興
地
域
農
地
保
全
助
成
金	

	

４
３
０	

万
円

　

○
ブ
ラ
ン
ド
米
補
助	

45	

万
円

可
能
性
を
高
め
る
雇
用
・
起
業
の
支
援

　

○
峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
負
担
金	

			
	

１
７
８
万
円

　

○
働
く
婦
人
の
家
運
営
費	

36	

万
円

気のあふれる
まちづくり活
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健
や
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る

保
健
・
医
療
の
充
実

　

○
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成	
８
１
０
０	

万
円

　

○
養
育
医
療
費
助
成	
１
０
０	

万
円

　

○
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
助
成

	

５
０
４
０	
万
円

　

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成	

１
６
０
０	
万
円

　

○
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
委
託	

２
１
０
０	

万
円

　

○
妊
婦
健
康
診
査
助
成
事
業	

１
５
６	

万
円

　

○
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業	

12	

万
円

　

○
総
合
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
・
予
防
接
種
委
託
事
業

	

1
億
１
４
５
２	

万
円

次
代
を
担
う
子
育
て
の
支
援

　

○
児
童
手
当	

3
億
８
５
６
８	

万
円

　

○
保
育
所
運
営
費
・
保
育
所
特
別
保
育
事
業
等
補
助

	

8
億
５
６
３
３	

万
円

　

○
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
費	

	

４
９
０
１	

万
円

　

○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
費	

７
２
８	

万
円

清
ら
か
な
水
循
環
の
確
保

　

○
地
下
水
・
河
川
の
水
質
検
査
関
係	

１
２
０	

万
円

　

○
下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
金	

４
億
７
７
５
８	

万
円

先
端
の
循
環
型
社
会
づ
く
り

　

○
一
般
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
や
粗
大
ゴ
ミ
等
の

	

収
集
処
理
委
託
関
係	

６
１
７
５	

万
円

　

○
ゴ
ミ
減
量
化
商
品
購
入
補
助	

43	

万
円

　

○
ゴ
ミ
収
集
袋
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

	
	

１
０
４	

万
円

　

○
ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
等
中
巨
摩
広
域
事
務
組
合

	

へ
の
負
担
金	

1
億
５
２
４
５	

万
円

　

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助	

４
５
６	

万
円

　

○
環
境
保
全
推
進
対
策
事
業	

41	

万
円

水
と
緑
の
う
る
お
い
あ
る
環
境
づ
く
り

　

○
公
園
樹
木
管
理
委
託	

１
９
４
９	

万
円

　

○
公
園
整
備
事
業
（
公
園
施
設
維
持
管
理
）	

	

９
２
３	

万
円

　

○
押
原
公
園
指
定
管
理
委
託	

２
１
６
５	

万
円

　

○
町
道
植
樹
・
緑
地
帯
等
管
理
委
託

	

１
６
１
６	

万
円

い
き
い
き
と
し
た
福
祉
社
会
の
形
成

　

○
高
齢
者
給
付
金	

５
４
４	

万
円

　

○
高
齢
者
の
自
立
支
援
事
業
費	

１
１
１
４	

万
円

　

○
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業	

１
３
０
９	

万
円

　

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業	

６
９
６	

万
円

　

○
障
害
児
者
補
装
具
給
付	

３
０
０	

万
円

　

○
自
立
支
援
給
付
費	

２
億
７
１
８	

万
円

　

○
社
会
福
祉
・
地
域
福
祉
事
業	

３
５
６
７	

万
円

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
負
担
金	

	

８
８
９
５	

万
円

　

○
介
護
支
援
事
業
費	

１
５
２
０	

万
円

安
定
し
た
暮
ら
し
の
確
保

　

○
保
養
施
設
助
成
事
業	

３
７
８	

万
円

　

○
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
の
充
実	

２
８
２	

万
円

　

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金	

	
	

１
億
２
８
９
８	

万
円

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金		

	

２
３
６
６	

万
円

　

○
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

	
１
億
２
７
９
６	

万
円

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

	

１
４
７
３	

万
円

調
和
の
あ
る
土
地
利
用
と

景
観
形
成

　

○
花
の
植
栽
業
務
委
託	

１
７
３	

万
円

　

○
雑
草
処
理
委
託	

１
６
０	

万
円

　

○
緑
化
を
推
進
す
る
生
け
垣
作
り
補
助

	

75	

万
円

快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

　

○
動
物
管
理
事
業	

２
３
１	

万
円

利
便
性
の
高
い
道
路
・

交
通
体
系
の
確
立
　

　

○
西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
街
路
事
業	

	

６
８
９
８	

万
円

　

○
町
道
30
号
線
道
路
改
良
事
業

	

５
９
０
７	

万
円

　

○
道
路
新
設
・
補
修
関
係	

６
０
８
０	

万
円

　

○
赤
字
路
線
バ
ス
補
助
等	

３
５
０	

万
円

住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

　

○
無
料
法
律
相
談	

23	

万
円

　

○
ひ
と
り
の
声
事
業	

40	

万
円

　

○
議
会
広
報
・
広
報
し
ょ
う
わ
作
成	

	

１
３
４
６	

万
円

　

○
男
女
共
同
参
画
関
係	

88	

万
円

　

○
情
報
化
推
進
費	

４
２
７
９	

万
円

　

○
地
域
力
活
性
化
交
付
金	

	

２
５
７
９	

万
円

ふ
れ
あ
い
の
あ
る

地
域
づ
く
り
の
推
進

　

○
国
際
交
流
を
進
め
る
会
補
助
金	

14	

万
円

　

○	「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
等
を
主
催
す
る

	

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
委
員
会
補
助
金		

	
	

１
７
０
０	

万
円

　

○
各
区
公
会
堂
建
設
費
等
補
助
金	

69	

万
円

安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

　

○
交
通
安
全
対
策
工
事
関
係	

４
０
０	

万
円

　

○
各
区
防
犯
灯
設
置
等
補
助
金	

97	

万
円

　

○
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
関
係
経
費	

6	

万
円

　

○
常
備
消
防（
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
）負
担
金	

	

２
億
１
０
５
３	

万
円

　

○
消
防
団
員
自
動
車
運
転
資
格
取
得
費
補
助
金	
９	
万
円

　

○
非
常
備
消
防
経
費	

１
７
７
６	
万
円

　

○
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
・
小
児
救
急
医
療
推
進
事
業

　
　

費
等
負
担
金	

８
６
０	

万
円

　

○
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）借
上	

52	

万
円

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

○
河
川
の
改
良
・
改
修
関
係	

１
２
６
８	

万
円

　

○
避
難
所
防
災
備
蓄	

34	

万
円

　

○
消
火
栓
設
置
・
維
持
管
理	

３
５
０	

万
円

　

○
自
主
防
災
会
施
設
等
整
備
費
補
助
金	

１
３
０	

万
円

　

○
防
災
士
資
格
取
得
促
進
助
成	

12	

万
円

　

○
木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補
助
金	

42	

万
円

　

○
木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
補
助
金	

２
２
０	

万
円

　

○
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
事
業
補
助
金	

50	

万
円

　

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
事
業
補
助	

40	

万
円

　

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
業
務
委
託	

45	

万
円

健
全
な
社
会
環
境
の
維
持

　

○
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業	

27	

万
円

せを支えるまちづくり幸

と緑のまちづくり水
全なまちづくり安

律と協働のまちづくり自

適で住み心地のよいまちづくり快
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【
西
条
新
田
】

　

区

長　

阿
井
美
代
子
＊

　

区
長
代
理　

新
藤　

和
雅
＊

　
　

　
　

相
原　

和
光
＊

　

土
木
委
員　

古
屋　

幹
雄
＊

　

環
境
保
健
委
員　

佐
竹　
　

勝
＊

【
押
　
　
越
】

　

区

長　

海
野　
　

讓
＊

　

区
長
代
理　

上
杉　

正
名
＊

　
　

　
　

深
澤　

利
彦
＊

　

土
木
委
員　

山
田　

秀
才
＊

　

環
境
保
健
委
員　

末
永　
　

勲
＊

【
河
東
中
島
】

　

区

長　

山
本　
　

哲
＊

　

区
長
代
理　

塚
田　

栄
雄
＊

　
　

　
　

鷹
野　

重
直
＊

　

土
木
委
員　

山
口　

敏
文
＊

　

環
境
保
健
委
員　

柿
島　

恭
一
＊

【
紙
漉
阿
原
】

　

区

長　

武
井　

啓
吉

　

区
長
代
理　

花
形　

祥
一
＊

　
　

　
　

鷺
山　

房
雄
＊

　
　

　
　

田
口　

髙
信
＊

　

土
木
委
員　

雨
宮　
　

誠
＊

　

環
境
保
健
委
員　

三
浦　

行
三
＊

【
築
地
新
居
】

○
区

長　

福
田　

昭
人

　

区
長
代
理　

宮
川　

友
雄

　
　

　
　

輿
石　

吾
郎

　

土
木
委
員　

深
澤　

金
一

　

環
境
保
健
委
員　

倉
本　

吉
仲

【
飯
　
　
喰
】

○
区

長　

小
澤　

勝
己

　

区
長
代
理　

山
下　

正
人

　
　

　
　

坂
本　
　

章

　

土
木
委
員　

磯
部　

克
彦

　

環
境
保
健
委
員　

今
澤　

昭
仁

【
河
　
　
西
】

　

区

長　

山
畠　
　

実
＊

　

区
長
代
理　

青
山　

忠
彌
＊

　
　

　
　

古
屋　

光
昭
＊

　
　

　
　

秋
山　

一
也
＊

　
　

　
　

萩
原　

克
彦
＊

　

土
木
委
員　

髙
橋　

豊
彦
＊

　

環
境
保
健
委
員　

薬
袋　

隆
司
＊

【
西
条
一
区
】

　

区

長　

名
執　

忠
義

　

区
長
代
理　

曽
根　

孝
順

　
　

　
　

井
口　

和
則

　
　

　
　

河
西
美
樹
男

　

土
木
委
員　

久
保
田
芳
人

　

環
境
保
健
委
員　

海
部　
　

勉

【
西
条
二
区
】

　

区

長　

込
山　

正
一
＊

　

区
長
代
理　

三
橋　
　

博
＊

　
　

　
　

坂
本　

一
久
＊

　
　

　
　

井
口　

芳
明
＊

　
　

　
　

板
橋　

明
好
＊

　

土
木
委
員　

竹
中　
　

洋
＊

　

環
境
保
健
委
員　

滝
口　

正
良
＊

【
清
水
新
居
】

◎
区

長　

保
坂　

一
男

　

区
長
代
理　

石
原　

隆
浩

　
　

　
　

志
村　

朋
彦

　
　

　
　

横
山　

敬
功

　

土
木
委
員　

松
山　
　

仁

　

環
境
保
健
委
員　

横
瀬　

浩
次

上 河 東 二 区・上  河  東・河 　 　 西・飯 　 　 喰・築 地 新 居・紙 漉 阿 原
　 河 東 中 島・押 　 　 越・西 条 新 田・清 水 新 居・西 条 二 区・西 条 一 区

　

新
年
度
を
迎
え
、
各
区
役
員
も
新
た
な
顔
ぶ
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

区
役
員
は
地
区
の
皆
さ
ん
の
互
選
や
推
薦
な
ど
で
選
出
さ
れ
、
区
の

行
事
や
自
主
防
災
組
織
の
運
営
、
区
か
ら
町
へ
の
要
望
な
ど
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
暮
ら
す
区
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

区
の
様
々
な
役
職
の
う
ち
、
町
か
ら
委
嘱
の
あ
る
４
役
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
皆
さ
ん
と
行
政
と
を
つ
な
ぐ
区
役
員
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

町
内
1 2
地
区
の
役
員
紹
介

【
上  

河  

東
】

　

区

長　

向
山　
　

晃
＊

　

区
長
代
理　

保
坂　

忠
徳

　
　

　
　

保
坂　

孝
雄

　

土
木
委
員　

金
丸　
　

弘
＊

　

環
境
保
健
委
員　

細
田　
　

健
＊

【
上
河
東
二
区
】

　

区

長　

河
西　

芳
彦
＊

　

区
長
代
理　

小
林　

博
之

　
　

　
　

廣
瀬
は
る
み
＊

　

土
木
委
員　

萩
原　

純
一

　

環
境
保
健
委
員　

小
澤　

正
史

敬
称
略
、
◎
印 

区
長
会
長
、
○
印 

副
会
長
、 

＊
印 

新
役
員

着
任
先
生
紹
介

【
押
原
中
学
校
】

　
教　
諭　
河
野　
　
孝
（
玉
穂
中
）

　
　
　
　
　
佐
野　
富
美
（
わ
か
ば
支
援
）

　
　
　
　
　
今
村　
恵
利
（
敷
島
中
）

　
　
　
　
　
小
野　
茂
人
（
石
和
中
）

　
　
　
　
　
古
屋　
希
望

　
　
　
　
　
山
本
祐
太
朗

　
養
護
教
諭　
碓
井
由
紀
美
（
玉
幡
中
）

　
講　
師　
本
庄　
照
江
（
豊
富
小
）

【
押
原
小
学
校
】

　
教　
諭　
笠
井　
智
子
（
田
富
小
）

　
　
　
　
　
塩
澤
み
な
み

　
町
単
教
員　
雨
宮　
康
一
（
竜
王
北
小
）

　
　
　
　
　
中
山　
紫
帆

　
事
務
主
査　
杉
浦　
晴
美
（
一
宮
西
小
）

　
栄
養
教
諭　
秋
山　
茂
尾
（
増
穂
中
）

　
講　
師　
秋
山　
映
子
（
常
永
小
）

　
　
　
　
　
花
形　
育
子
（
西
条
小
）

【
西
条
小
学
校
】

　
教　
頭　
佐
久
間
美
智
也
（
常
永
小
）

　
教　
諭　
石
原　
敬
子
（
池
田
小
）

　
　
　
　
　
大
久
保
裕
子
（
新
田
小
）

　
　
　
　
　
杉
山
ひ
と
み
（
押
原
小
）

　
　
　
　
　
渡
辺
美
奈
子
（
谷
村
第
一
小
）

　
　
　
　
　
丹
澤　
　
愛

　
町
単
教
員　
山
本　
智
恵

　
講　
師　
高
野　
章
子
（
常
永
小
）

　
Ａ
Ｌ
Ｔ　
ウ
ー
・
エ
イ
ド
リ
エ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
ア
メ
リ
カ
）

【
常
永
小
学
校
】

　
教　
頭　
深
澤　
秀
興
（
県
教
委
）

　
教　
諭　
小
泉　
雅
恵
（
玉
穂
南
小
）

　
　
　
　
　
長
沼　
　
薫
（
山
梨
小
）

　
　
　
　
　
横
山
美
佐
子
（
櫛
形
北
小
）

　
　
　
　
　
深
澤　
和
子
（
西
条
小
）

　
　
　
　
　
奥
山
真
由
美
（
伊
勢
小
）

　
　
　
　
　
大
金　
桂
子
（
石
田
小
）

　
　
　
　
　
武
藤　
理
恵
（
甲
府
東
小
）

　
町
単
教
員　
小
澤　
陽
子
（
押
原
小
）

　
教
育
指
導
員　
大
村　
裕
美
（
押
原
小
）

　
事
務
職
員　
内
山　
敦
子

　
栄
養
職
員　
近
藤　
　
薫

　

４
月
１
日
か
ら
町
内
各
学
校
に

着
任
し
た
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

※
敬
称
略
・（　
）
内
は
前
任
校
な
ど

平 成 27 年度 区 長 の 皆 さ ん
【
課
　
長
】

　

福
祉
課

　
　

伊
藤　

直
樹
（
総

務

課
）

【
係
　
長
】

　

福
祉
課　

長
寿
社
会
係

　
　

河
西　

昌
子
（
税

務

課
）

【
課
　
長
】

　

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
　

海
野　
　

豊
（
税

務

課
）

　

税
務
課

　
　

雨
宮　

章
人
（
福

祉

課
）

【
係
　
長
】

　

総
務
課　

総
務
係

　
　

三
井　

浩
樹
（
企
画
財
政
課
）

　

企
画
財
政
課　

行
政
係

　
　

阿
部　

裕
一
（
生
涯
学
習
課
）

　

建
設
課　

建
設
係

　
　

㓛
刀　

寿
幸
（
下
水
道
課
）

　

下
水
道
課　

工
務
係

　
　

望
月　

幸
彦
（
建

設

課
）

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　

齊
藤　
　

岳
（

　

）

【
主
　
査
】

　

町
民
窓
口
課

　
　

神
澤　

幸
子
（
福

祉

課
）

【
副
主
査
】

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

河
野　
　

正
（
町
民
窓
口
課
）

【
主
　
任
】

　

税
務
課

　
　

望
月　

恭
平
（
都
市
整
備
課
）

【
主
　
事
】

　

収
納
課

　
　

長
谷
川
直
樹
（
町
民
窓
口
課
）

　

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

耐
三

　

福
祉
課　

長
寿
社
会
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
み
づ
江

　

学
校
教
育
課　

教
育
指
導
監

　
　
　
　
　
　
　
　

守
木　
　

貴

【
教
育
指
導
監
】

　

学
校
教
育
課　
　
　

柴　
　

茂
生

【
一
般
行
政
職
　
主
事
補
】

　

税
務
課　
　
　
　
　

熊
谷　

尚
美

　

町
民
窓
口
課　
　
　

石
黒　
　

圭

　

福
祉
課　
　
　
　
　

石
川　

晶
子

【
再
任
用
】

　

町
民
窓
口
課　
　
　

井
上
み
づ
江

◦
４
月
１
日
付
発
令

◦
（　
）
内
は
旧
任

◦
昇
任
は
係
長
以
上
の
職
級
で
配
置
換
え

の
あ
っ
た
者
の
み
掲
載

昇
　
　
任

配
置
換
え

採

用

退
任
・
退
職
（
３
月
31
日
付
）

町
職
員
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
で
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
職
員
配
置
で
、
今
年
度
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

役
場
へ
の
相
談
、
問
い
合
わ
せ
等
、
お
気
軽
に
職
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

役
場
へ
お
越
し
の
際
に
、
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

～
役
場
配
置
図
～

新しい職員も
よろしくお願いします！

環
境
経
済
課

議　場

下
水
道
課

建

設

課

都
市
整
備
課

→ →

議 会
事 務 局

別棟２階へ 中央公民館２階へ

役
場
２
階

出納室

町
長
室

収

納

課

総

務

課

企
画
財
政
課

町
民
窓
口
課

税

務

課副町長室

宿
直
室

→
→

入　口

中央公民館１階へ
（夜間通用口）

役
場
１
階

通用口

通用口
総合会館

◦福祉課
◦いきいき健康課

中央公民館
◦学校教育課
◦生涯学習課

役　
場

中央公民館

別　
棟

押原中学校

総合会館

児
童
館

役場周辺図
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契約
番号 入札日 工事名（業務名） 工事場所 落札業者

予定価格（税抜）
落札率 工期

落札額（税抜）

49 2月2日 昭和バイパス舗装
本復旧工事（1工区） 飯 喰 丸吉工業（有）

2510万円
95.618% 平成27年2月4日

 ～ 3月20日2400万円

50 2月2日 昭和バイパス舗装
本復旧工事（2工区） 河 西 （株）早野組

2520万円
95.952% 平成27年2月4日

 ～ 3月20日2418万円

51 2月2日 甲府市川三郷線舗装
本復旧工事 押 越 （株）輪田道路

1380万円
95.652% 平成27年2月4日

 ～ 3月20日1320万円

52 2月2日 町内全域下水道舗装
本復旧工事

町 内 全 域
（14箇所） 明友建設（株）

570万円
96.491% 平成27年2月4日

 ～ 3月20日550万円

問い合わせ　総務課　法制係（☎275‐8153）

平成 26 年度 昭和町公共工事等　第４四半期入札結果

平成 26 年度住民基本台帳の閲覧状況
　住民基本台帳法第 11 条第 3 項及び第 11 条の 2 第 12 項の規定に基づき、住民基本台帳の閲覧状況を
公表します。

申し出者の氏名
（法人の場合は、その名称
及び代表者または管理人氏名）

利用目的概要 閲覧年月日 閲覧に係る
住民の範囲

１ 一般社団法人　中央調査社
　会長　西澤 豊 60 歳代の雇用・生活調査 平成 26 年

6 月4日 清水新居　19 件

２ 一般社団法人　中央調査社
　会長　西澤 豊

人口、経済社会等の日本の将来
像に関する世論調査

平成 26 年
8 月6日 清水新居　11 件

３ （株）建設技術研究所
　東京本社長　兪 朝夫

富士川周辺住民への河川環境整
備に対する意識等調査

平成 26 年
8 月12日

河西、紙漉阿原、
上河東、西条、
清水新居　6 件

4 山梨県中北保健福祉事務所
　中北保健所長

平成 26 年度県民栄養調査地区
の世帯員名簿作成

平成 26 年
9 月4日 河東中島　35 件

5 （株）日本リサーチセンター
　代表取締役社長　鈴木 稲博

青少年のインターネット利用環
境実態調査

平成 26 年
10 月17日 河　　西　20 件

6 一般社団法人　中央調査社
　会長　西澤 豊 がん対策に関する世論調査 平成 26 年

10 月29日 西　　条　11 件

7 山梨県警察本部　生活安全部
　生活安全捜査課長 法律違反被疑事件捜査 平成 26 年

11月4日 飯　　喰　1 件

8 （株）サーベイリサーチセンター
　代表取締役　藤澤 士朗

地球温暖化対策に対する意識と
行動に関する調査

平成 26 年
12 月16日 河　　西　52 件

9 （株）ドーコン
　代表取締役社長　平野 道夫

沿川住民の河川環境整備に対す
る意識等調査

平成 27 年
2 月23日

築地新居、飯喰、
河西、上河東　16 件

問い合わせ　町民窓口課　町民係（☎275‐8264）

町
消
防
団
入
退
団
者
紹
介

▲ 退団者の皆さん
堀之内 実さんが代表して挨拶し
22 年間にもわたる消防団活動へ
の熱い思いを述べられました

退

団

者

前
本
部
副
団
長 

　

堀
之
内　

実
（
22
年
・
西
条
一
区
）

元
第
６
部
部
長 

　

楡
井　

和
也
（
13
年
・
河
東
中
島
）

元
第
３
部
部
長 

　

塩
川　

徹
也
（
11
年
・
清
水
新
居
）

前
第
８
部
部
長 

　

内
藤　

寛
文
（
10
年
・
築
地
新
居
）

元
第
５
部
部
長 

　

海
野　

敏

（
10
年
・
押

越
）

元
第
７
部
部
長 

　

窪
田　

将
門
（
10
年
・
紙
漉
阿
原
）

前
第
９
部
部
長 

　

名
執　
　

斉
（
９
年
・
飯

喰
）

元
第
４
部
部
長 

　

鮎
川　
　

剛
（
９
年
・
西
条
新
田
）

前
第
１
部
部
長 

　

深
沢　

孝
博
（
８
年
・
西
条
一
区
）

前
第
11
部
部
長 

　

望
月　

寿
洋
（
８
年
・
上
河
東
）

前
第
１
部
団
員 

　

野
澤　
　

巧
（
２
年
・
西
条
一
区
）

団
歴
順
、（　
）
内
は
団
歴
及
び
地
区

所
属
順
、（　
）
内
は
地
区

第
１
部　

野
呂
瀬　

直
（
西
条
一
区
）

第
１
部　

長
谷
川
直
樹
（
西
条
一
区
）

第
３
部　

渡
辺　

晃
次
（
清
水
新
居
）

第
４
部　

志
村　

佳
紀
（
西
条
新
田
）

第
５
部　

三
神　

久
忠
（
押

越
）

第
６
部　

佐
野　

大
鐘
（
河
東
中
島
）

第
７
部　

泉　
　
　

順
（
紙
漉
阿
原
）

第
８
部　

㓛
刀
慎
一
郎
（
築
地
新
居
）

第
９
部　

磯
部　

俊
行
（
飯

喰
）

第
10
部　

小
島　

啓
輔
（
河

西
）

第
11
部　

舟
久
保　

潤
（
上
河
東
）

第
12
部　

若
林　
　

俊
（
上
河
東
二
区
）

新

入

団

者

消
防
団
本
部

団　
　

長

　
　

今
村　
　

力
（
河

西
）

副　
団　
長

　
　

依
田　

秀
秋
（
西
条
二
区
）

　
　

遠
藤　

善
照
（
河
東
中
島
）
＊

機　
　

長

　
　

萩
原　

勝
彦
（
河

西
）
＊

指
導
部
長

　
　

塩
澤　

政
博
（
押

越
）

　
　

立
川　

直
康
（
西
条
二
区
）

　
　

笹
本　

孝
明
（
清
水
新
居
）
＊

運
転
手
長

　
　

伊
藤　

克
人
（
河

西
）
＊

階
級
順
、（　
）
内
は
地
区
、

＊
印
は
新
任

　

３
月
10
日
（
火
）、
平
成
26
年

度
「
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
」

に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

業
務
に
率そ

っ
せ
ん
す
い
は
ん

先
垂
範
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
昭
和
町
消
防
団
副
団

長
の
遠え

ん
ど
う
よ
し
て
る

藤
善
照
氏
（
河
東
中
島
）

が
「
精せ

い
せ
き
し
ょ
う

績
章
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
紹
介

遠藤 善照 氏（河東中島）

▲ 新入団員の皆さん

　

４
月
１
日
（
水
）、
平
成
27
年
度
昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式
が
、
総
合

会
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
退
団
者
の
方
々
に
記
念

品
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
消
防
団
の
担
い
手
と
な
っ
た
新
入

団
員
が
、
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

共
助
の
要
と
し
て
、
町
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
活
躍
す
る
消
防
団
員
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
消
防
団
で
は
一
緒
に
活
動
す
る
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
団
、
消
防
団
に
関
す
る
相
談
・
問
い
合
わ

せ
は
企
画
財
政
課
ま
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課　
行
政
係
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）
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今
年
も
、昭
和
町
教
育
委
員
会
で

は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
海
外
派
遣

事
業
を
実
施
し
ま
す
。海
外
の
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、現
地
な

ら
で
は
の
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

派　
遣　
先	

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
ア
デ
レ
ー
ド
市
）

対　
　
象	

中
学
生
以
上
の
町
内
在
住
の
方
又
は
修
学
の
た

め
町
外
に
在
住
し
て
い
る
方

	

※
町
税
等
に
未
納
の
あ
る
方
の
世
帯
を
除
く

派
遣
期
間	

８
月
７
日（
金
）〜
17
日（
月
）全
11
日
間

募
集
定
員	

20
名

	

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
、ま
た
参
加
者
が

　

10
名
に
満
た
な
い
と
き
は
中
止

派
遣
内
容	

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、現
地
で
の
英
語
学
習
、郊
外
学

習
、シ
ド
ニ
ー
市
内
見
学
な
ど

派
遣
費
用	

33
万
円
程
度（
町
と
個
人
で
各
半
額
ず
つ
負
担
）

	

※
別
途
約
４
万
３
千
円
程
度
の
個
人
負
担
あ
り

締
め
切
り	

５
月
29
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課（
☎
2
7
5
‐
8
6
4
1
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

２
月
号
広
報
で
も
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、最
近
、

町
内
の
ご
家
庭
に
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
町
か
ら
委
託
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
」な
ど
と
、役
場

か
ら
頼
ま
れ
た
か
の
よ
う
に
騙か
た

り
、家
族
構
成
な
ど
を
聞
き

出
そ
う
と
す
る
手
口
で
す
。不
審
な
電
話
は
相
手
に
せ
ず
、

個
人
情
報
を
知
ら
せ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
最
低
限
の
会
話
で
切
る

役
場
や
警
察
が
、電
話
で
調
査
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

詐
欺
電
話
は
、公
的
機
関
を
よ
そ
お
っ
て
相
手
を
安
心
さ

せ
、情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
し
ま
す
。「
お
か
し
い
な
？
」と

思
っ
た
ら
、相
手
の
問
い
か
け
に
は
応
答
せ
ず
、「
必
要
あ

り
ま
せ
ん
、切
り
ま
す
」「
協
力
で
き
ま
せ
ん
、切
り
ま
す
」

な
ど
、最
低
限
の
会
話
で
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

◦
在
宅
時
も
留
守
番
電
話
に
す
る

詐
欺
電
話
は
、突
然
の
電
話
で
冷
静
な
判
断
力
を
失
っ
た
と

こ
ろ
に
つ
け
こ
み
ま
す
。留
守
番
電
話
に
す
る
こ
と
で
、冷

静
に
用
件
を
聞
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
犯
人
は
声
の

録
音
を
嫌
が
る
た
め
、不
審
な
電
話
の
撃
退
に
有
効
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係（
☎
2
7
5
‐
8
１
５
４
）

役
場
を
騙か

た

る
電
話
に

気
を
付
け
て
！

不
審
電
話
対
策
例

　

町
内
在
住
の
高
齢
者
や
障
害
者
を
対
象
に「
生
き
が
い
バ

ス
」と「
社
会
見
学
バ
ス
」を
実
施
し
ま
す
。日
程
等
、詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　
　
程　
６
月
18
日（
木
）・
19
日（
金
）１
泊
２
日

行　
き　
先　
群
馬
県　
草
津
温
泉

対　
　
象　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定　
　
員　
１
２
０
名（
先
着
順
）

負　
担　
金　
１
万
５
０
０
０
円

受
付
期
間　
５
月
１
日（
金
）
〜
22
日（
金
）

申
し
込
み　
①
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
…
負
担
金
を
添

　
え「
各
地
区
の
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
長
」ま
で

	

②
会
員
以
外
の
方
…
負
担
金
を
添
え「
福
祉
課

　
長
寿
社
会
係
」ま
で

日　
　
程　
５
月
17
日（
日
）・
18
日（
月
）１
泊
２
日

行　
き　
先　
静
岡
県　
伊
豆
方
面

対　
　
象　
町
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
そ
の
家
族

定　
　
員　
30
名（
先
着
順
）

負　
担　
金　
１
万
５
０
０
０
円

締　
切　
り　
５
月
８
日（
金
）

申
し
込
み　
福
祉
課
障
害
福
祉
係

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課（
☎
2
7
5
‐
8
７
８
４
）

生
き
が
い
バ
ス
・

社
会
見
学
バ
ス
募
集

生
き
が
い
バ
ス

社
会
見
学
バ
ス

海
外
派
遣
募
集
内
容

　

富
士
山
等
で
大
規
模
な
噴
火
が
発
生
し
た
場
合
、昭
和
町
で
は
、主
に「
火
山
灰
」に
よ
る

影
響
が
大
き
く
、健
康
や
農
作
物
へ
の
被
害
等
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、細
か
い
粒
子
の
火
山
灰
の
堆た
い
せ
き積
に
よ
り
、大
規
模
な
停
電
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。降
灰
の
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
、普
段
か
ら
の
備
え
と
行
動
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
火
山
灰
が
降
り
続
く
と
、数
時
間
か
ら
数
日
間
、外
出
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

備
蓄
品
と
共
に
、降
灰
に
備
え
て
日
頃
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
● 

防
塵
マ
ス
ク  

● 

防
塵
ゴ
ー
グ
ル  

● 

食
品
用
ラ
ッ
プ  

● 

ガ
ム
テ
ー
プ  

● 

タ
オ
ル

　
火
山
は
、事
前
に
噴
火
を
予
測
で
き
る
場
合
が
あ
る
一
方
、ひ
と
た
び
噴
火
を
す
る
と
、噴
石
・

火
砕
流
・
泥
流
が
短
時
間
で
襲
来
し
ま
す
。被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
、次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課　
行
政
係（
☎
2
7
5
‐
8
1
5
4
）

　

町
で
は
、国
の
地
域
活
性
化
・
地
域
消
費
喚
起
交
付
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
発
売
し
ま
す
。

　

商
品
券
は
、販
売
価
格
１
万
円
で
、額
面
１
万
２
０
０
０
円
の
買
い
物
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、中
学
生
以
下
の
子
供
の
い
る
世
帯（
子
育
て
世
帯
）は
、役
場
へ
の
事
前
申
請
に
よ
り
、

商
品
券
を
９
０
０
０
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

な
お
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
関
す
る
事
業
は
、昭
和
町
商
工
会
に
委
託
し
、７
月
以
降
に

発
売
さ
れ
ま
す（
販
売
上
限
は
１
世
帯
に
つ
き
２
冊
を
予
定
）。詳
し
い
発
売
日
程
等
は
、広

報
等
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

商
品
券
額
面　
　
１
万
２
０
０
０
円

　
販　
売　
価　
格　
　
１
万
円  

※
事
前
申
請
し
た
子
育
て
世
帯
は
９
０
０
０
円
で
販
売

　
販　
売　
対　
象　
　
昭
和
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

　
利
用
可
能
店
舗　
昭
和
町
内
の
昭
和
町
商
工
会
の
会
員
店
舗

　
発
売
予
定
日　
　
７
月
以
降
を
予
定

　

対　
象　
者　
　
中
学
生
以
下
の
子
供
の
い
る
世
帯（
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
）

　

販　
売　
価　
格　
　
９
０
０
０
円

　

申
し
込
み
期
間　
５
月
１
日（
金
）
〜
29
日（
金
）　
各
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
申
し
込
み
方
法　
役
場
環
境
経
済
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
載
し
、窓
口
へ
持
参

　
　
　
　
　
　
　
　
※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ	

環
境
経
済
課　
農
政
振
興
係（
☎
２
７
５
‐
８
３
５
５
）

	

昭
和
町
商
工
会　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
３
３
４
４
）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
売
！

富
士
山
噴
火
に
備
え
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

降
灰
に
備
え
る

降
灰
時
の
行
動

割
引
き
販
売
の
申
し
込
み
手
続
き

【
屋 

外
】 

●	

マ
ス
ク
や
ハ
ン
カ
チ
、も
し
く
は
衣
服
で
鼻
と
口
を

覆
う
。

●	
火
山
灰
は
、雨
が
降
る
と
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
な
っ

た
り
、火
山
灰
が
ま
き
上
が
る
と
前
が
見
え
に
く
く

な
る
の
で
運
転
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●	

目
へ
の
刺
激
を
防
ぐ
た
め
、コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
使

用
は
避
け
、メ
ガ
ネ
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
屋 

内
】	

●	

家
の
ド
ア
・
窓
を
閉
め
、す
き
間

や
通
気
口
に
は
、ガ
ム
テ
ー
プ
や

湿
っ
た
タ
オ
ル
で
塞
ぐ
。

●	

壊
れ
や
す
い
家
電
製
品
に
食
品

用
ラ
ッ
プ
や
カ
バ
ー
を
し
て
、周

囲
の
火
山
灰
が
完
全
に
な
く
な

る
ま
で
は
ず
さ
な
い
。
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